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目的 本研究は、統合失調症の再発重症化予防において、精神科訪問看護師はその役割を

担 うことが出来るかの可否の検討を目的とした。再発重症化の予測因子を特定する

ために、重症化指標 となる抗精神病薬処方量と医師による機能の全体的評価尺度

(GttDと、先行研究で明らかとされた看護師の捉える利用者に生じた変化や、利用者

の社会生活評価尺度tLASmO、 基本属性、病歴との関連を検証した。

都内3施設の統合失調症を有する訪問看護利用者 33名 を対象事例とした。33名は、

病院から退院し地域で安定した生活を送つていた時期があり、再発により医師の処

方変更を要する状態悪化が起きた利用者であった。そして、対象 33事例の担当医 12

名、担当看護師 19名 に、自記式調査を用いて実施した。調査内容は 33事 例に関す

るこ還 、LASM、 再発前の変化件数リス ト、そして基本属性と病歴からなる。GAF

は担当医師に再発前と再発後の 2時 点を想起してもらい、その評価を尋ねた。変化

件数 リス トは、再発前に出現した変化件数を明らかにするものであつた。LASMは 、

調査時点より直近 lヶ 月の利用者の状態を想起してもらい評価を尋ねた。基本属性

と病歴は看護記録より研究者が収集した。

再発後の重症化の予測因子を特定するために、重症化指標として、「再発前後の抗精

神病薬内服量」「再発後の抗精神病薬内服量」と 「前後 工巡 点数差」「再発後 GAF

値」の変数を用いた。そして重症化予測因子の要因として、看護師の捉える利用者
に生じた変化 4領 域(「言語的 ・生活行動変化」、「非言語的 ・生活行動変化」、「言語

的 。生活リズム変化」、「非言語的 ・生活リズム変化」)の各変化件数と、LASM、 基

本属性と病歴を変数として用いた。重症化に関連する要因を探索するために、悪化

群と軽症群の 2群 比較を行つた。更に、ロジスティック回帰分析を行い悪化に寄与

する変数を特定した。

統合失調症の再発重症化予防において、重症化の予測因子は 「非言語的 ・生活行動

変化」、「生活リズム変化」、「非言語的変化」、LASM「 自己認識」であつた。重症化
の指標としたGAFと 処方薬はいずれも医師による重症度判断であり、その指標の予

測因子として、看護師の捉えた利用者の変化件数が有意に相関した。看護師の判断

は医師による重症度判断と同じ一定の基準を持つことが示された。訪問看護は利用

者の日常生活支援に重点を置いているが、非言語的な変化を長期間観察することが

再発予防 ・再発重症化予防となると考える。これより、再発重症化の予測因子を訪

問看護師の捉える変化の中や評価から特定することが出来、精神科訪問看護師がそ
の役割を担うことが出来ることが示唆された。
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